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VI.OntheEffectofResinSizingoftheFiberboard.

ファイバ-ボー ドの製造にさいして,その性質を向上させるためにいろいろの方法がおこな

われている｡ その中で最も普通におこなわれているのほサイジング (Sizing)とテンパ リング

(Tempering)である｡ サイジングはパルプスラ1)-中にサイズ剤を適宜に添加し,次にアラ

ム叉は酸を加えてサイズ剤をパルプに沈澱添着させる｡ サイズ剤として普通はパラフィン,ロ

ジン及びアスファル ト等の耐水性の向上を目的としたものと合成樹脂-などの様に繊維間の結合

を強化する結合剤とが考えられる｡

前報1) においては,後者の合成樹脂系のサイズ剤であるメラミン樹脂を用いていろいろとそ

の効果について検討した｡それによれば,メラミン樹脂を添加した場合,得 られるファイバ-

ボードの強度は著るしく増強されたが,その反面耐水性の向上はさほど著るしくはなかった｡

これはメラミン樹脂の耐水性にも問題があるが,とにか く添加した量は僅少であるために樹脂

が繊維を保護して耐水性を強化するまでにはいたらなかったものと思われる｡ この樹脂は塩酸

のコロイドとしてパルプスラリ-に添加する時スラリー中でパルプに樹脂が吸着LpHを適当

に調節すれば歩留 りが向上し,従ってサイズの効果は更に向上すると言われている3) ｡ 叉石炭

酸樹脂はスラリ-中に添加するだけではパルプに沈澱することが少いのでアラム等を適宜に添

加してパルプに沈澱せしめる必要がある｡＼これ等の場合スラリー中でpHを調節することは樹

脂の歩留 りを良 くしてサイズの効果を向上する他に,酸性でシ- トを形成し,熱圧された場合

に酸の存在が得られる ファイバ-ボ-ドの性質にいろいろと影響 をあたえるもの と考えられ

る｡ かかる理由から本研究においてほサイジングのさいのスラリーのpHと,得 られるファイ

バーボードの性質の関係及びサイズ剤の添加率等について検討した結果を報告する｡

Ⅰ 実 験 方 法

1)材 料

a.パルプ 自ラワン材 (whitelauan,PentacmecontrataM.etR.etc)の単板屑を

原料とし,Na2SO35%,NaHCO32.%'を添加,液比を1:6とし,110oCで30分,次いで160o

Cで60分間蒸煮後 100ポンドビ-クーで解織し,フリーネスを 14oSRとしたものを繊維板用

パルプとして用いた｡

又一･部のパルプは日本バードボー ド工業 K.K.より提供されたフ.)-ネス 11.5oSR のも
のを用いた｡
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b.サイズ剤 :石炭酸樹脂は住友ベークライ トK.K.製のⅩPB542のものを用いた｡この

樹脂は完全水溶性,不揮発分約50%,揮発分は水である｡メラミン樹脂は住友化学工業製のス

ミレツヅ607の粉末を塩酸でコロイ ドとして用いた｡

C.他に沈澱剤として硫酸及びアラムを用いた｡

2)供試フアイ′デーボー ド_の製造

上記のパルプを一定量 とり,40cmx30cm のフォ-ミングボックス中に投入し,水で約2

,%に稀釈後よくかくはんし,前記の樹脂を所定量添加する｡ 樹脂の添加後数分間静かにかくは

ん後適宜に酸を添加してpHを所定の価に調節する｡ このさい pH の測定にはガラス電極 pH

メーク-を用いた｡樹脂の添加後脱水してシー トを形成し,･冷圧,熱圧をおこなって供試用の

ボードを作製した｡葡各供試ファイバーボードの製造条件は第 1表のごとくである｡

第1-a表 供試ファイバボードの製造条件

Conditionofthepreparationofthetestfiberboards.PressingCondition
Temptoc 恒me(min)

Pressure
kg/cm2
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⊥

l

1

1

1

1

1

1

R

R

R

R

R

R

R

R

S
S
S
S
S
S
S
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4

4

･4

4

1

1

1

1

R

R

R

R

S
S
S
S

SR 14o
SR 14o
SR 14p
SR lAo

2-1-12
2-1-12
2-1-12
2-1-12
2-1-12
2-1-12
2-1-12
2-1-12

50-10-50
50-10-50
50-10-50
50-10-50
50-10-50
50-10-50
50-10-50
50-10-50

2-1-12 】50-10-50
2-1-12
2-1-12
2-1-12

2-1-12
2-1-12
2-1-12
2-1-12

50-10-50
50-10-50
5011101--50

50-10-50
50-10-50
50-10-50
50-10-50

SR 140 : 180oC

諾 壬畑 壬…3008

2-1-12 書50-10-50
2-1-12 :50-10-50
2-1-12 :50-10-50

*Ineveryrunsoftable1thepH wascontrolledwithsulphuricacid･

3)供試ファイバーボー ドの性質試験

以上第 1表のごとき条件で製造した 40cmx30cm -の供試用ボー ドは約 1ケ月間童内に放置

後それぞれ性質試験をおこなった｡ 含水率は9-11%'であった.

a.気乾容積重の測定 :各供試用ボードから 5cmx5cm の試片を切りとり容積蚕を測定
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した｡

b.曲げ強さの測定 :5cmx20cm の試片を切りとり島津製作所製のスエ-デン式木材曲

げ試験機 (容量 50kg)を用い,スパンは 15cm として中央荷重で測定した｡手の場合試

片数は15-20個を用いた｡叉曲げ強さ測定後直ちにその一部を切断して含水率を測定した.

C.引張 り強さの測定 :2.5cmx20cm の試片を切りとり,前報1)に用いた試片のような

形に切り欠きを入れて,アムスラー式 4トン試験機を用い,目盛盤 400kg,荷重速度 100kg

/cm2/mim でおこなった｡侍試験片は15-20個を用い,測定後含水率を測定した｡

d.表面カタサの測定 :5cmx5cm の試片を用いて,木材試験規格,硬さの測定 〔JIS.A

1011(1954)〕 に準じておこなった｡但し試験片は薄いので下に同種の板を3枚重ねて測定し

た ｡

e.吸水率及び厚さの膨張率の測定 :.5cmx5cm の試片を用い,105oCの乾燥器で乾燥,

恒量に達したものを室温の水中に水面下 3cm に浸漬,24時間後取出して水を切り重さ及び厚

さの膨脹を測定した｡この場合,水温は約 23-25oC であったが一部のものは14oCで測定し

た｡吸水率,膨張率は絶乾時の重量及び厚みを基準として計算した｡

-f.吸湿率及び厚さの膨張率の測定 :51cmX5cm の試片を用い,前記のごと(恒量とし,A
30oC,RH100,% のデシケーター中に72時間放置後吸湿率, 厚さの膨脹率を測定した｡ 計算

ほいづれも絶乾時の重量及び厚みを基準として計算した｡

4)実験結果

実験結果は第 2表及至第10表に示すごとくである｡ 実験結果の強度及び耐水性の増加率は次

の式によって計算した｡

強疫の増加率-
d bX-dbI
dbI ･100 叉 はH I--×100

で示し供試 RunNo.Ⅰの強度を基準として計算した｡

耐水,耐湿性の向上率-些 二堅 ×100又は㌔ 警 ×100W I

で示し上と同じくRunNo.Ⅰの耐水性を基準として計算した｡

5 考 察

a.容 積 重

容積重は Table2-4に見るごとくはぼ0.98-1.10の間にある｡ 樹脂サイズを施したもの

と,樹脂を添加しないものとを比べるとき,同じ pH でサイズされた場合において, やや樹

脂添加の方が大きい容積重を示している｡ 叉樹脂添加率を順次増加した場合も徐々に容積重を

増加する｡ これは樹脂そのものの比重がフエノ-ルで1.25-1.35,メラミンで1.45-1.55と云

われているから比重の大きなものが添加されたため当然のことである｡

サイズ時の pH が低 くなればそれにつれて容積重も増大する｡これは圧縮時に酸性の影響

で繊維の可塑化が促進され,従って容積重が増大したと思われる｡ 叉圧締温度の上昇につれて

繊維の可塑化が促進されるため拡容積重1は大きくなる｡
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第トb表 併試ファイバボードの製造条件

Conditionofthe√preparationofthetestfiberboards.

HP片IB
番
N

棚
Ru

P
Q
R
F
s
s

4

4

4

.4

4

.4

PhenoI
PhenoI
PhenoI
PhenoI
PhenoI
Phenol

5

0

0

0

0

0

0

1

2

4

8

6rE

SR 14
SR 14
SR 14
SR 14
SR 14
SR 14

Pressing Condition

Temptoc ITimeminl

180oC
180oC
1800C
180oC
180℃
180oC

2-1-12
2-1-12
2-1-7-12
2----1---12
2-1-12I
2-1-12

Pressure
kg/C加古

50-10-50
50-10-50
50-10-50
50-10-50
50-10--50
50-10-50

デ inthisrun,thepHwascontrolledwithalum.

第2表 各種の pHでサイズされた供試ボ-ドの pH と機械的強度の関係

i
}Relation,tifMechamicalStrengthstopHofTestBoardsSizedatvariouspH.

試験番号 l響哲RunNo

0･98 :597±44
1.01 1655±33
1.00 1682士33
1･01 1685士27

672士33
583:土52

391±44
423:土39
525±82
545士37

7053208125▲459一41956776774

l㌃

諾

6--
6--
崇

5--

W

61
65
71
7

〇
一4
4̀
5

5
4
5
3

±

±

±

±

8

2

2

6

692±52
715±31
648士67
528±98

82023444±±±±153566724.4.4.4575592233455

1
3
5
2
2
1
5
5

4
1
4
3
0
5
0
4

3
一4
5
5
5
5
4
1

了.10.1.7

表面硬さ
Surface
Hardness

Jkg/cmL'
喜諾‡喜
:
6
9
3

71214
.
13
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第3表 庄維温度と供試ボードの機械的強度の関係

RelatonofMechanicalStrengthstoPressingTemperatureofTestBoards.

第 4表←樹脂添加率と供試ボードの機械的強度の関係

RelationofMecllanicalStrengthstoResinpercentofTestBoards.

試験番号
RunNo.

I
K
P
Q
R
F
s
s

a
b
c
d
e
f

ト,bA鎧
391:土44
525士82
591±50
627±37
650±36
672±33

壬書 目 27詰 ま2

0
0
0
1
2
4

0
0
0
0
0
0

1
1
1
1
1
1

422±29
514±28
573±32
617:土28
682±20
705±27

増 加 率

r.ateof(%)
1nCreaSe

形 質 商
Specific
strength

5
5
9
5
5
6
0
7

9
2
7
1
2
4
6
5

3
5
5
6
6
6
6
6

5
2
3
3
0
3
1

一
3
.1
.0
.6
.2
.5
.8
.

3
5
6
6
7
8
9

9
5
3
9
3
3

7
1
6
7
4
0

3
4
5
7
8

SU!GkgO/af-52ttlrn;aeBzfsP,A)

461±38
473±40
620±50
628±64
650:土60
748±67

〓

〓

〓

2
4
3
0
7
7

2
1
7
1
6
7

4
5
5
6
6
6

0
5
3
1
2

一
1
.4
.6
.1
.2
.
〓

3
3
4
6

二

…

=

千
-
-
--

形 質 商
Speci丘C
strength

466
473
608
615
623
竺

l

〓

〓

｣

l

b.曲げ強さ

Table2-4に見られるごとく,サイズ時の pH価は試験板の db に多大の影響をあたえて

いる○パルプのスラリ-に樹脂を添加しただけでは樹脂はノlOルプに吸着されず,樹脂はほとん

ど白水中に流失 すると思われるためにその場合のボー ドの Cbは割合に低い｡しかし試験番号

(I)(pH6,Resin0%,db381)を基準 としてその増加率を計算すれば dbは52.7%'も向上
している｡pH を漸次低下させると樹脂がパルプに沈澱し,その retention は漸次向上 し,

従って 6わも向上する｡pH価が6-4.5附近ではぼ o･',が Max になる｡ 樹脂の接着力と接

着時の ptI価の関係 を研究した G･H.Klein,F.W.Reinhart4' 氏の研究によれば pH価
はぼ中性附近で Maxの接着力を示し,アルカリ側及び酸性側では漸次接着力が減少すると報

告している｡

pHが中性より強酸側に強 く下るときほ,♂わは著るしく低下する｡ この場合は樹脂の接着力

の低下と共に,繊維自体の強度も叉高温と強い酸性のために幾分損傷して強硬低 下 を もたら
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し,従ってボー ドの aゎも著るしく低下するものと考えられる｡

酬 旨の添加量を増加した場合は漸次 crゎほ向上する｡-T舷に樹脂自体の強度は次の様に報菩

されている5)｡

CE Oわ SpecificGravity

(kg//cm2) (kg/cm2)
PhenoIResin 420～770 860～1080 1.24～1.35

MelaminResin 420～900 630～1120 1.45～1.55

以上のデータより見れば樹脂自体の強度は繊維自体の強度より相当に低 く,ファイバーボー

ドに添加した場合,横指は織繊問の結 合を神助する働きをすると思われる｡

樹脂を添加しない場合は,繊維間の結合は活性化された リグニンの膠着力及び- ミセルロー

ズの腰着力によると考えられ,これ らの曙着力が酸性によって促進されると考えられるo 酸 性

が更に強 くなると繊維自体の強度が低下するために,pH3附近がほぼ Max と考えられる｡

了ラムで pH を調節したものでは, HL,S04 で調節したものとほぼ同じ傾向を示している

浴,pH 4 では帖当多量の了ラムが必要 となり,圧縮時にカラメル懐になる場合が多い｡〉

C.引脹り強さ

Table2-4に見る様にbとほほ同じ様な傾向を見せている｡abは ofに比べて繊維自体の

損傷及び接着-))の低下がボー ドの強度低下に顕著にあらわれている｡pH3 でサ イズしたボー

ドは樹指を4%'添加した場合でもほとんど効果がない｡メラミンの場合はあまりpH の影響が

あらわれていないがこれはこの場合 140℃ で圧縮したために繊維の損傷が少いからであろう｡

樹脂を添加しない場合は,pH 4で最大であり,pH 3では箸るしく低下している｡

樹脂処理木材に関する研究-"によju真樹指の注入だけでは木材の強度増加に対 してnegative

の効果を持つと云われているが,樹指を注入して強 く圧縮すれば繊維問の contactpointが増

加して強度に positive の効果があるとされている｡ファイバーボー ドの場合は樹脂の添加と

強い圧縮,高温の適鮎 こよって繊維問の contactpointの増jJnと曙着力の増加 こよってボ- ド

の性質が向上するo

d.表面硬 さ

表面硬さほ容積護とほぼ同じ傾向を示している｡pH の低下につれて表面硬さほ増加 してい

る｡この場合は 6,,, (Jt と異な り繊維の損傷による低下がみられない｡

e.耐 水 性

耐水性の測定にさいして,試片の大きさが問題になり,いろいろと規定もある｡J･R･Stilli

nger氏の研究7) によれば 10′′×10′′の試片と 3′′×3′′の試片の場合,吸水率tl約 3-59/o'の

差があり,小試片の方が吸水率人であるD,出来るだけ大きい試片がのぞましいが試験板の都合

上 5cmX5cm を用いた｡叉水の温度が問題であるがこの実験では時期的に 23-25oC で試

験が出来たo (一部だけ 14oC で試験をおこなった〇 )

耐水性は Table5-7に示す様に pH が耐水性に大きく影響 しているO 樹脂の添加がない

場合でもpH が3附近に低下すると什闇 の耐水性を示す憶になるo酬 旨の添加よ強度の補強と
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第5表 各種の pH でサイズされた供試ボードの耐水性と pH の関係

RelationofWaterResistancetopHofTestBoardssized

atvariouspH.

吸水率 WaterAbsorption(形)

減 少 率

ThicknessSwelling
(0,,,,i

dercarteeaOsfeiMax･ iMean

け威少率 AE

Min･ breact,eeaosfe

9
0
1
6
4
5
1

8
6
0
0
2
0
5

3
3
5
5
5
6
6

6
1
9

I
9
.4
.6
.

1
4
5

4
7
7
8

2
2
9
0

4
5
5
6

3
6
8

1
0
2

一4
5
6

第6表 各種庄紳温で製造された供試ボードの庄締温度と耐水性の関倭

Relationofwaterresistancetopressingtemperatureoftest

boardspreparedatvarioustemperature.

共に耐水性の同上にも相当の効果を京している｡

耐水性の同上には,強度 (qb,の)の場合と異って pH の低下につれて漸次向上 し,pH 3

の時に最大の耐水性を示す｡ これは酸性下の圧稀で,繊維が疎水性化されるものと思われる｡

アラムで pH を調節 した場合も H2SO｡の時とほぼ同じ傾向であった｡

メラミンでサイズしたボードは耐水性がよくなかったが,これは樹脂の性質上,圧播温度を
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第7表 樹脂添加率と,供試ボードの耐水性の関係

Relationofwaterresistancetoresinpercentoftestboards

preparedatvariouisresinpercent.

試験番号

RunNo.

P
Q
R
F
s
s

a
b
c
d
e
f

吸水率 W aterAbsorption(形) L 厚さ膨脹率 ThicknessSwelliヮg(形)

nMina
eM iI.‥L∴ 1･

厄ecrease
Min.

減少率 AE
rateof
decrease

8
7
0
7
4
6

2
3
8
7
4
nU

3

3

2

2

2
2

0
6
5
.4
1
0

1
1
6
6
4
0

3
3
2
2
2
2

7
8
6
1
1
9

6
2
0
0
7
5

2
2
2
2
1
1

2
4
1
0
1
7

4
4
｢⊥
1
8
7

3

2

2

2

1

1

3
5
5
1
9
7

9
9
5
5
3
9

2
2
2
2
2
1

4
0
2
1
1
6

3
1
0
9
6
4

2
2
2
1
1
1

3
2
2
5
.4
3

1
3
9
9
9
8

2
2
1
1
1
1

3
5
1
2
2
3

0
9

6
6
9
4

6
5

6

6
6

7

*
6
9
7
9
3

l
l
.2
.4
.5
.0

1
2
2
3
一4

1
.4
0
3
8
4

0
4
4
3
0
9

2
1
1
1
1

4
6
6
6
4
1

8
00
6
8
8
5

1
1
1
1
1
1

5
8
3
0
0
1

0
0
cc
9
9
6

2
2
1
1
1
1

9
8
0
9
6
6

4
2
2
2
9
7

1
1
1
1

9
-4
6
1
一4
4

4
4
3
3
0
8

1
1
1
1
1

3
0
0
5
5
7

7
7
2
0
0
6

5
5
6
6
6
6

*

3
7
1
2
7

㌻

8
.12
.30
.43
.

No.a～ fほ水 温 14oCで測 定 ｡*:aのデーターを基準にして 計算した｡
From atofwastestedwith14oC . *CaluculatedbyRunN o.abasis .

第8表 各種の pHでサイズされた供試ボードの耐湿性 pH の関係

RelationofmoistureresistancetopHoftestboadssizedatvariouspH.

試軌番号 吸湿率 MoistureAbsorption(7,,A) 弓 厚さ膨張率 ThicknessSwelling(形)
一∩訂~歩一蚕ー

RunNo. Max. とMean lMin.

丁
-
･･-
≡
-
･11
--
I..

"
A
B
C
D
E
F
G

I
J
K
L

-L
rl
lL

T
U
V
W

D
E
F

2
8
8
6
2
1
6

8
7
6
6
6
6
3
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1
l
｢⊥
l
1
1

3
7
0
1
6
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0

6
5
6
5
4
3
1

｢⊥
l
1
1
1
l
l

2
8
6
3
3
5
6

7
6
6
6
5
.4
2

1
1
1
1
1
1
1

11

壬…:昌 篭壬苧･.05 1175:去
16.1 15.2 14.2
14.6 14.3 14.0

i

1146:26 日 45:冒

rateof弓Max. :Mean
厄ecrease∃ l

8
4
7
6
0
0
8

5
5
3
3
3
3
11

1
1
1
1
1
1

6
7
8
4
9
3
0

4
6
7
9
一4
9
0

1
1
3

･､

---

㌫

1｡
･
5
竺

0

2.8
15.5
20.5

ll.6
22.2

12.7 i ll.6 41.1

9
6
5
5

cO
7
8
2

1
1
1
1

0
6
5
8
8
5
7

5
4
3
2
2
2
0

1
1
1
1
1
1
1

17.5
17.1
15.6
ll.9

- 一一 ∴ ∴

3
6
6
5
5
5
9

-4
6
2
7
7
8
CD

1
1
2
2
2
2
2

4
2
2
1
0
5
9

3
3
1
1
2
1
CO

1
1
1
1
1
1

7
0
2
7

6
4
3
9

1
1
1

5
2
9
3

4
2
0
1

1
1
1
1

8
0
3
CJ

5
一4
2
1

1
1
1
1

3
8
6
5

7
5
4
2 1

1
1
1

弓 31･9

9.7
20.0
30.3
32.0
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第 9表 各種の庄締温度で製造された供試ボードの庄維温度と耐湿性の関係

Relatioonf Moistureresistancetopressingtemperatureof

testboadspressedatvarioustemperatures

吸湿率 MoistureAbsorption(形)
I.~~一日~~~十t-tl~I-.--tL-~~~-~~~｢~肯 ,i;+毒
Max. FMean iMin.

M

N

F

0

3

3

1

6

7

5

6

3

1

1

1

1

5

7

5

3

5

4

.4

3

1

1

1

1

8

4

8

1

3

.4

3

2

1

1

1

1

厚さ膨脹率 ThicknessSwelling(形)

dreactreeaOsfeうMax･ 1 Mean i Min･

9

3

3

1

3

8

9

6

1

1

1

2

7

4

0

4

4

3

3

1

1

1

1

1

蔽歩垂~瓦豆
rateof
decrease

8

0

5

8

3

3

2

0

1

1

1

1

9

7

5

8

0

1

1

0

1

1

1

1

1

7

5

3

1

5

8

8

2

2
.
2

3

第10表 樹脂添加率と供試ボードの耐湿性の関係

Relationofmoistureresistance toreslnpercentoftestboards

preparedatvariousresinpercent.

吸湿率 MoistueAbsoption (%)

Mean iMin.

1

2

0

4

1

0

5

5

5

4

3

2

1

1

1

1

1

1

厚さ膨脹率 ThicknessSwelling(形)

Max. ;Mean

5

8

4

3

3

2

3

4

4

1

･

2

14.4

13.0

13.9

10.8

13.4

12.9

12.112.1

9.2

70〇一40300181133

*RunNo.aのdataを基準とした.CaluculatedbyRunNo.abasis.

140oCとしたために繊維自体の疎水性化が少なかったと思はれる｡叉同じ湿度で圧縮したフェ

ノールサイズの場合より耐水性が少いCこれは樹脂の性質から考えて当然である｡

樹脂の添加量が増加するにつれて耐水性は向上している｡

f
.
耐湿性

吸湿性は樹脂の添加だけではほとんど改良されない｡これはフェノールもメラミンも同様で

ある
｡
メラミンは圧縮温度の関係で耐湿僅少く,
樹脂を添加しない場合と変わなない｡
耐湿性

の向上には
,
圧縮温度とpHが大きい効果を与えている｡吸湿の場合は吸水の場合より特に
繊維自体の疎水性化が影響をあたえている｡
樹脂の灘加量は4%をこえると相当効果が出てく
る｡
以上の結果を要約すれば
,
樹脂サイズほの,
Jt
,
表面硬さを著るしく向上する
｡p
Hを調節

するさい
,p
H6-4.
5で強度ははば最大を示し
,
それ以下になると低下する｡耐水性も又樹脂
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サ イズにより改良される｡ この場合も pH の影響が大きく,繊維自体の疎水性化も大きい｡

耐湿性は樹脂添加の効果少 く,pH調節の効果の方が大きい｡

フェノールとメラミンを比較すれば,メラミンは強度の補強力大,特に低い圧縮温度でも効

果大であるがその反面耐湿性,耐水性において劣っている｡

結局樹脂サイズは強度を著るしく補強し,耐水性も若干補強するが,耐湿性に対してほ効果

少い｡ サイズ時の pH は全ての性質に大きく影響する｡ 強度の最大の点では耐水,耐湿性が

充分でないため適当な耐水処理が必要である｡

終 りに材料を恵与していただいた住友べ-クライ トKK,住友化学工業 KK 及び日本-ド

ドボー ドKK に対し深 く感謝の意を表する次第であるo

Resume

Intheproductionoffiberboardadditionismadetothepulpsofsizingagents

andsyntheticbindersoastostrengthenthemechanicalpropertiesandwaterre-

sistanceofthe丘berboards.

Thesesizingagents,forexampleparaffine,asphaltandrosinemulsion,andthe

syntheticbinder,forexamplephenolicandmelaninresin,areaddedtothepulp

slurriesinvaryingquantities,andthenpapermaker'salum orseveralmineral

acidsareaddedtoprecipitatethesizingagentsandbinderontothepulp.

Whenthesizingagentsareprecipitatedontothepulp,thepHofthepulpslurry

givesthegreaterstrengthtothe丘nished丘berboardproperties.

Inthisstudy,wehavesoughttoascertaintheeffectofresin sizinguponthe

finishedfiberboardproperties.

ExpermentalProcedure

PreparationofWoodFiber:Thechipswerepreparatedfro′m Veneerwaste

ofwhiteLauan,andthentheyweresteamedwithneutralsulphitepulpingliquor

containingNa2SO3andNaHCO3,at160oC.foronehour.

Thesteamedchipswerethende丘bratedina100poundbeater.Thefreeness

ofBberwascontrolledat14oS.R.

SyntheticBinder:Syntheticbinderswereusedasfollows.Phenolicresin(Ⅹ.

P.B.542),SumitomoBakeliteCo.Ltd.Melanin resin (Sumirez607),Sumitomo

ChemicalIndustryCo.Ltd.

PreparationofTestFiberboard

Aspecificquantityofthispulp wasweightedoutandthenputintowater

(about98% waterand2% pulp)andstirredwithamixer. Syntheticresinwas

addedatthisstageandthenvariousquantitiesofalum orsulphuricacidwere

added.Afterthewetlapformationthesheetwaspressedbyahothydraulicpress.

Thepressingwascarriedoutunderthefollowingconditions:Initialplaten
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pressurewasraisedto50kg/cm2andmaintainedatthispressurefor2min.;and

thenthepressure wasdecreasedtoabout10kg/cm2for1min.,and丘nallythe

pressurewasincreasedto50kg/cm2for7to12min.

PhysicalTestingMethods

ModulusofRuptureinBending:Fivespecimenssized5×20cm werecut

from eachboard.Thetestwasmadeaccordingto∫.Ⅰ.S.A5904.

TemsileStrength:Five2.5×20cm specimenswerecutfrom eachboard.The

testwasmadebyAmslertypetestmachine.

WaterResistanceandMoistureResistance:Five5×5cm specimenwerecut

from eachboard.Thetestspecimens如ereoven-driedatlO50Candthenweighted

andthethicknesswasmeasured. Thespecimenswerethensoakedunder3cm

ofwateratroom temperature(23-25oC)for24hrs. Thewaterabsorptionwas

calculatedasthegaininweightoveroven-dryweightandthethicknessdueto

swellingwasdeterminedasiIICreaSeinthicknessoveroven-drythickness.The

datawererecordedaccordingtopercentage.Otherspecimenswereexposedat

30oCfor72hrs.WitharelativehumidityoflOOOiandthemoistureabsoptionand

thicknessduetoswellingwerecalculated.

Results

Table1showstheconditionsforpreparingthetestboards.Theresultsof

thesetestarepresentedinTables2to10. InTable2to4,therateofincrease

instrengthwascalculatedbythefollowingformula:

Rateofincreaseofstrength-

(Strengthofsizedboard)-(Strengthofunsizedboard
Strengthofunsizedboard(Run

〔R-哩-些 1-Il)×1000i

InTables5to10,therateofdecreaseofthewaterormoistureabsoptionand

swellingwerecalculatedbythefollowingformula

Rateofdecreaseofabsoption-

ofunsizedboard(RunNo.I))-(Absorptionofsizedboard)
Absorptionofunsizedboard(RunNo.I)

×100.%

Theresultsindicatethatwheneverpulpslurriesaresizedwithsyntheticresin,

suchasphenolicormelaminresin,theresultingpulpproductsgiveboardswhich

haverelativelyhigh waterandmoistureresistancevalueaswellasadequate

strength.

Asregardsthestrength ofthe丘nishedboards,whenthepulpslurriesare

sizedwithfrom 6to4.5pH,thefinishedboardsshowthemaximumstrengthvalue.

WhentheboardsaresizedwithalowerpH,thestrengthpropertiesdecreasepro-

portionately.
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WefoundthatbyloweringthepH ofpulpslurriesthewaterabsorptionand

swellingofthe丘nishedboardsdecreasedproportionately.

ThelowpHsizeofpulpslurriesimprovedthemoistureabsorptionandswell-

ingofthe負nishedboards.

SizingatahigherpHshowednoeffecton theimprovementofmoistureab-

sorptionandswellingoftheboards.

Inincreasingthepercentageofaddedresin andraisingthepressingtempera-

tureitwasfoundthatthemechanicalproperties,hygroscopicityandwaterresis-

tanceoftheboardsimproved.

Whenthemelaminresinisaddedtofiberboard,theresultingboardisstronger

thantheboardssizedbyphenolicresin,butalowerwaterresistanceresults.
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